
平成 28年 5月 31日

発行：青森地区保護司会
編集：広　 　報　 　部
青森市長島 1丁目 3-28
更生保護施設プラザあすなろ
青森地区更生保護サポートセンター内
TEL 017-763-0763
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浪岡の桜
花のトンネルがとてもきれいだったのです
が最近以前ほどの美しさはありません。

浪岡城の桜（上）歴史の重みがあります

　
本
年
４
月
に
さ
い
た
ま
保
護
観
察
所

か
ら
赴
任
し
て
参
り
ま
し
た
松
橋
と
申

し
ま
す
。
青
森
は
勿
論
の
こ
と
、
東
北

地
方
の
勤
務
も
初
め
て
と
な
り
ま
す

が
、
東
北
の
中
で
も
、
青
森
県
は
観
光

で
何
度
も
訪
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

非
常
に
親
し
み
を
感
じ
て
い
る
地
で
す

の
で
、
喜
ん
で
赴
任
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
と
は
い
え
、
や
っ
ぱ
り
少
し
遠
い

な
あ
と
の
思
い
も
あ
っ
た
こ
と
も
事
実

で
す
。私
が
以
前
青
森
市
を
訪
れ
て
び
っ

く
り
し
た
の
は
、「
味
噌
カ
レ
ー
牛
乳

ラ
ー
メ
ン
」
で
し
た
。
そ
れ
ま
で
聞
い

た
こ
と
も
な
か
っ
た
の
で
、
ど
ん
な
味

な
の
か
想
像
が
つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

食
べ
て
み
る
と
非
常
に
美
味
し
か
っ
た

と
記
憶
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
浅
虫
温

泉
と
酸
ケ
湯
温
泉
も
訪
れ
、
ゆ
っ
た
り

と
癒
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
ま
だ
ほ

ん
の
一
部
し
か
訪
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、

皆
様
に
い
ろ
い
ろ
と
教
え
て
い
た
だ
き
、

青
森
市
を
始
め
、
青
森
県
を
満
喫
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　
さ
て
、
こ
こ
で
更
生
保
護
行
政
が
当

面
す
る
課
題
に
つ
い
て
少
し
触
れ
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
と
、
犯
罪
に
お
け
る

再
犯
者
が
増
加
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、

平
成
26
年
12
月
の
犯
罪
対
策
閣
僚
会

議
に
お
い
て「
宣
言：犯
罪
に
戻
ら
な
い
、

戻
さ
な
い
」
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
様
々
な
再
犯
防
止
に
向
け
た
取

組
が
強
化
さ
れ
、
昨
年
は
「
社
会
貢

献
活
動
」
が
完
全
実
施
と
な
り
、
一
定

の
効
果
が
上
が
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
そ

し
て
本
年
は
「
刑
の
一
部
施
行
猶
予
制

度
」
が
始
ま
り
、
そ
の
円
滑
な
実
施
の

た
め
、
特
に
薬
物
事
犯
者
処
遇
の
充
実

強
化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
薬
物
事

犯
者
の
再
犯
防
止
と
社
会
復
帰
に
は
、

地
域
の
関
係
機
関
と
連
携
し
た
長
期

的
・
継
続
的
な
支
援
や
薬
物
事
犯
者

の
家
族
に
対
す
る
支
援
の
一
層
の
強
化

が
必
要
で
す
。
青
森
県
に
お
き
ま
し
て

は
、
薬
物
事
犯
対
象
者
は
少
な
い
と
こ

ろ
で
す
が
、
今
後
の
成
り
行
き
に
は
留

意
が
必
要
と
考
え
ま
す
。
保
護
司
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
御
理
解
の
上
、

御
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
私
た
ち
が
従
事
す
る
更
生
保
護
の
根

本
は
「
人
間
愛
」
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
「
人
間
愛
」
を
大
切
に
し
て
、
自

分
達
の
故
郷
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
住
み

よ
い
街
と
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
少
し

で
も
そ
の
力
に
な
れ
れ
ば
と
考
え
て
お

り
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

親
し
み
の
あ
る

　
　
　「
青
森
県
」

青
森
保
護
観
察
所

所
長松橋

　
進
一

【撮影】第５分会　工藤　みどり



地区定時総会開催
平成 28年 5月 31日 第 59号　(2)青森地区保護司会だより

平
成
28
年
度

　
青
森
地
区
役
員
名
簿
　

（
第
１
分
会
）

（
第
１
分
会
長
）

（
第
２
分
会
長
）

（
第
３
分
会
長
）

（
第
４
分
会
長
）

（
第
５
分
会
長
）

（
第
３
分
会
）

（
第
４
分
会
）

（
第
３
分
会
）

（
第
２
分
会
）

（
第
２
分
会
）

（
第
１
分
会
）

（
第
２
分
会
）

（
第
３
分
会
）

（
第
４
分
会
）

（
第
５
分
会
）

（
第
３
分
会
）

（
第
２
分
会
）

（
第
１
分
会
）

（
第
４
分
会
）

今
年
も
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

会

　

長

副

会

長

　

〃

　

　

〃

　

　

〃

　

　

〃

　

常

務

理

事

事

務

局

長

会

　

計

庶
　
　
　
　
務

　

〃

　

地

区

監

事

　

〃

　

　

〃

　

　

〃

　

　

〃

　

広

報

部

長

研

修

部

長

渉

外

部

長

地
域
活
動
部
長

平成28年度

天
　
内
　
　
　
修

櫛
　
引
　
義
　
弘

塩
　
原
　
誓
　
子

蛯
　
名
　
將
　
輝

鳴
　
海
　
峰
　
泰

鎌
　
田
　
喜
代
志

樋
　
口
　
修
　
三

佐
　
藤
　
俊
　
政

山
　
田
　
啓
　
子

塩
　
原
　
誓
　
子

野
　
澤
　
絹
　
枝

石
　
田
　
康
　
男

今
　
井
　
百
合
子

櫻
　
田
　
文
　
信

北
　
山
　
英
　
之

工
　
藤
　
照
　
造

伊
　
藤
　
尚
　
三

塩
　
原
　
誓
　
子

櫛
　
引
　
義
　
弘

小
豆
畑
　
　
　
緑

ち
か
　
　
こ

第
66
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

　
　
　
　
　
　
〜〜
犯
罪
予
防
啓
蒙
運
動
の
推
進
〜〜

◎社会貢献活動の導入により、犯罪者の再犯防止および社会復帰の推進を図る
◎地域別定例研修会の受講者増員向上をはかる
◎保護司の安定的確保のため、候補者検討協議会を全分会で実施

重 点
目 標

開
催
日
　7
月
13
日（
水
）　「甲
田
中
学
校
」

開催日　5月 13日（金）　
会　場　ブリリアンテラス
　　　　（リッチモンドホテル）

　
平
成
28
年
度
地
区
定
時
総
会
は
、
第
１
期
地
域
別
定
例
研
修
会
の
後
に
開
催
（
総
数
1
1
2
名
、
出

席
57
名
・
委
任
状
32
名
）
さ
れ
、
来
賓
の
青
森
保
護
観
察
所
松
橋
所
長
（
新
任
）・
函
館
地
区
保
護
司

会
会
長
（
代
理
）
小
住
義
吉
氏
（
事
務
局
長
）
の
挨
拶
後
、
27
年
度
事
業
報
告
、
収
支
決
算
が
承
認
、

続
い
て
28
年
度
事
業
計
画
案
、
収
支
予
算
案

に
つ
い
て
審
議
、
満
場
一
致
で
原
案
通
り
承

認
、
役
員
改
選
で
は
、
常
務
理
事
に
樋
口
修

三
氏
（
新
任
）、理
事
に
佐
藤
俊
政
氏
（
新
任
）

が
就
任
、
そ
の
ほ
か
の
役
員
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
懇
親
会
で
は
、
青
森
地
区
保
護
司
会

天
内
会
長
の
挨
拶
後
、
定
年
満
了
退
任
保
護

司
の
細
井
修
氏
（
４
分
会
）
に
法
務
大
臣
感

謝
状
、
全
国
保
護
司
連
盟
か
ら
懐
中
時
計
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

総会で挨拶する松橋青森保護観察所長

退任の細井保護司（４分会）函館地区保護司会
小住事務局長



平成 28年 5月 31日(3)　第 59号 青森地区保護司会だより

名　称  対　象 目　　　　的 実　施　期　間 実施場所

「関係書類の見方、書き方」

平成28年度保護司研修計画 青森保護観察所

第1期

第2期

第3期

第4期

28年9月1日及び9月8日（2日間）
29年3月1日及び3月8日（2日間）

28年12月未定

28年12月未定

28年4月～6月

平成28年度
委嘱保護司

委嘱後概ね
2年未満

地域別定例研修

処遇基礎力強化
研修（第一次研修）

新任研修

指導力強化研修
（第二次研修）

新任保護司の使命・役割等
基礎的知識の習得

職務遂行上の事務手続き及び処遇の実務

処遇上の知識・技術の習得

実務上の知識・技術の向上

「青森県の更生保護の現状と社会貢献活動」について

「事例研究（薬物）」

「刑の一部執行猶予制度」

委嘱後概ね
2年以上4年未満

全保護司

概ね下記期間

28年7月～9月

28年10月～12月

29年1月～3月

地域別定例研修地域別定例研修

保護観察所

青　森　市

各　地　区

青　森　市

平成28年度

　
平
成
28
年
度
第
１
期
保
護
司
地
域
別
定
例
研
修
は
、
５
月
13
日
リ
ッ
チ
モ

ン
ド
ホ
テ
ル
の
中
に
あ
る
ブ
リ
リ
ア
ン
テ
ラ
ス
で
開
催
さ
れ
、
地
区
保
護
司

1
1
2
名
の
う
ち
57
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
今
回
の
研
修
で
は
、「
青
森
の
更

生
保
護
」を
用
い
て
青
森
県
内
の
更
生
保
護
の
実
態
と
し
て
、
保
護
観
察
事
件

の
取
扱
い
や
処
遇
、
ま
た
生
活
環
境
、
緊
急
的
住
居
確
保
・
自
立
支
援
対
策

に
関
し
て
な
ど
に
つ
い
て
研
修
し
ま
し
た
。

青
森
県
内
の
更
生
保
護
の
現
況
に
つ
い
て

開催日　5月 13日（金）　
会　場　ブリリアンテラス
　　　　（リッチモンドホテル）



平成 28年 5月 31日 第 59号　(4)青森地区保護司会だより

“社会を明るくする運動”

青森保護観察所（青森地区各分会担当）職員紹介
青　森
２分会担当

青　森
３分会担当

青　森
４分会担当

青　森
５分会担当

（むつ下北） （五所川原・鰺ヶ沢） （上十三）（弘前）

SSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSS

日時 平成28年7月13日(水)
　　 午後1時30分～
会場 甲田中学校　体育館

② 中学校社明活動

日時 平成28年7月16日(土)
　　 午前10時～
会場 駅前アウガ前
       中三デパート前

日時 平成28年
　　　　8月4日(木)

③ 街頭広報活動

青森市PTA連合会
ねぶたに参加させて
頂く予定です。

④ 青森ねぶた祭りに参加

① 青森地区推進委員会
日時　平成28年6月16日（木）
　　　午後2時～
会場　青森保護観察所

相原　利行若松　孝之 久野　昌美 鹿ノ又 義晴
保護観察官 保護観察官 統括保護観察官保護観察官 保護観察官
加藤　　力

青　森
１分会担当

第66回
～ 犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ ～

青森地区推進委員会

　テレビや新聞などでは，毎日のように事件（犯罪）
のニュースが報道されていますが，安全で安心な暮
らしは，すべての人の望みです。
　犯罪や非行をなくすためには，どうすればよいの
でしょうか。
　立ち直りを支える家庭や地域をつくる。そのため
には，一部の人たちだけでなく，地域のすべての人
たちがそれぞれの立場で関わっていく必要がありま
す。“社会を明るくする運動”では，犯罪や非行のな
い地域をつくるために，一人ひとりが考え，参加す
るきっかけをつくることを目指しています。

今年度の社会を明るくする運動ポスター



平成 28年 5月 31日(5)　第 59号 青森地区保護司会だより

平
成
28
年
度  

主
な
行
事

詳
細
は
後
日
、
地
区
事
務
局
か
ら
の
ご
案
内
と
な
り
ま
す
。

開
催
日
　
平
成
28
年
10
月 

会
　
場
　
ホ
テ
ル
法
華
ク
ラ
ブ
函
館

青
函
ツ
イ
ン
シ
テ
ィ

　
保
護
司
会
合
同
研
修
会 

青
森
県
更
生
保
護
大
会

「
青
森
市
」で
開
催

県
央
ブ
ロ
ッ
ク
保
護
司

研
修
会「
野
辺
地
地
区
」

東
北
地
方
更
生
保
護
大
会

「
山
形
県
天
童
市
」
で
開
催

報告

予告

第29回

再
犯
防
止
対
策
は
喫
緊
の
課
題

役
割
は
益
々
大
き
く
重
要
!!

　
保
護
司
、
更
生
保
護
法
人
役
職
員
、
更

女
会
員
、
B
B
S
会
員
、
協
力
雇
用
主
、

関
係
機
関
合
わ
せ
て
約
1
，
0
0
0
名
が

参
加
し
、
昨
年
10
月
28
日
と
29
日
に
渡
っ

て
、
第
29
回
東
北
地
方
更
生
保
護
大
会
が
、

山
形
県
天
童
市
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
青
森
地
区
保
護
司
会
か
ら
は
、
天
内
会

長
は
じ
め
総
勢
24
名
が
参
加
。
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
初
日
、
貸
切
バ
ス
に
て
東
北
自
動
車

道
〜
ニ
ッ
カ
ウ
ヰ
ス
キ
ー
仙
台
工
場
宮
城

峡
蒸
留
所
を
見
学
〜
天
童
市
に
宿
泊
、
2

日
目
、
大
会
当
日
（
天
童
市
民
文
化
会
館
）

夕
方
〜
山
形
自
動
車
道
〜
東
北
自
動
車
道

前
沢
S
A
に
て
夕
食
〜
青
森
へ
。

　
再
犯
防
止
対
策
は
緊
急
の
課
題
で
あ

り
、
更
生
保
護
が
担
う
べ
き
役
割
は
ま
す

ま
す
大
き
く
重
要
、
更
生
保
護
に
係
る
意

識
の
統
一
と
士
気
の
高
揚
を
図
る
と
と
も

に
、
更
生
保
護
制
度
の
充
実
発
展
と
非
行

や
犯
罪
の
な
い
明
る
い
東
北
各
県
の
建
設

に
寄
与
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

【
趣
旨
よ
り
一
部
引
用
】

　
講
演
は
、
テ
レ
ビ
出
演
で
お
な
じ
み
の

花
園
大
学
客
員
教
授
・
水
谷
　
修
氏
が
、

「
さ
ら
ば
、
哀
し
み
の
青
春
…
夜
回
り
先

生
、
い
の
ち
の
授
業
」
と
題
し
て
今
ま
で

実
際
に
行
っ
て
き
た
体
験
を
話
さ
れ
ま
し

た
。

王将の看板はお土産店講演する水谷先生 ウイスキーの貯蔵樽りんごを売っていました

ニッカウヰスキー工場見学

天童地区更生保護女性会

20
周
年
記
念

開
催
日
　
平
成
28
年
11
月 

８
日（
火
）

会
　
場
　
リ
ン
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
青
森

第
38
回 

開
催
日
　
平
成
28
年
11
月
（
予
定
）

会
　
場
　
ま
か
ど
観
光
ホ
テ
ル

平
成
28
年
度

トピックストピックストピックス
　
保
護
観
察
所
で
は
、
薬
物
依
存
の
あ
る
保
護
観
察
対
象
者
に

対
し
、
通
常
の
指
導
・
支
援
に
加
え
、
薬
物
再
乱
用
プ
ロ
グ
ラ

ム
や
簡
易
薬
物
検
出
検
査
を

実
施
す
る
こ
と
で
、
薬
物
を

断
つ
意
思
の
維
持
・
強
化
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、保
護
観
察
所
・

薬
物
処
遇
担
当
官
ま
で
。

薬
物
再
乱
用
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
簡
易
薬
物
検
出
検
査簡易薬物検出検査器

12
日（
水
）・
13
日（
木
）



平成 28年 5月 31日 青森地区保護司会だより

第
１
分
会

酢
谷 

奈
保
子

　
我
が
家
は
警
察
一
家
で
す
。
夫
は
い
つ

も
仕
事
が
忙
し
く
朝
早
く
出
か
け
夜
遅
く

ま
で
仕
事
で
す
。
子
育
て
は
ほ
と
ん
ど
私

が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
今
日
先
進
国
を
賑

わ
せ
て
い
る
夫
の
育
休
な
ん
て
取
れ
る
環

境
に
も
な
く
、
い
っ
た
い
い
つ
に
な
っ
た

ら
犯
罪
の
無
い
穏
や
か
な
世
の
中
に
な
る

の
だ
ろ
う
と
い
つ
も
思
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
、
私
は
保
護
観
察
所
で
仕
事
を

す
る
こ
と
に
な
り
、
加
害
者
の
フ
ォ
ロ
ー

を
し
て
い
る
事
に
な
ん
と
も
違
和
感
を
覚

え
、
な
か
な
か
自
分
を
納
得
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
仕
事
を
し
て
い

く
う
ち
に
、
仕
事
の
重
要
さ
が
理
解
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。「
犯
罪
者

た
ち
に
再
犯
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
て
い
く

こ
と
。」
こ
の
事
が
少
し
で
も
社
会
の
、

そ
し
て
警
察
官
の
役
に
立
つ
の
で
あ
れ
ば

と
思
い
保
護
司
に
な
る
決
意
を
し
ま
し

た
。
不
安
は
あ
り
ま
す
が
、
で
き
る
だ
け

活
動
に
参
加
し
社
会
の
役
に
立
て
る
よ
う

に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
、
社
会
福
祉
法
人
な
ど
の
役
員
を

メ
イ
ン
に
、
数
種
類
の
事
業
を
経
営
・
運

営
し
て
お
り
ま
す
。
通
常
の
事
業
の
ほ
か
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も
積
極
的
に
推
進
し

て
き
ま
し
た
。

　
元
々
社
会
福
祉
関
連
の
学
習
を
進
め
る

上
で
、
大
学
に
於
け
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

中
に
養
護
教
育
や
更
生
保
護
に
関
す
る
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
法

務
省
で
進
め
る
更
生
保
護
の
役
割
も
わ
ず

か
な
が
ら
学
習
し
一
般
的
知
識
は
得
て
い

ま
し
た
。

　
し
か
し
、
現
実
社
会
に
於
い
て
更
生
保

護
の
業
務
に
関
わ
る
に
は
、
更
生
保
護
や

あ
ら
ゆ
る
法
律
、
そ
し
て
制
度
・
社
会
の

倫
理
な
ど
幅
広
く
の
知
識
を
習
得
・
理
解

し
、
人
格
も
高
潔
で
な
け
れ
ば
関
わ
れ
る

業
務
で
は
な
い
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
般
、
保
護
司
を
拝
命
し
、
薄
学
の
私

に
は
甚
だ
恐
縮
で
す
が
、
責
任
の
重
さ
と

社
会
貢
献
活
動
に
於
け
る
役
割
の
需
要
性

を
再
認
識
し
つ
つ
保
護
司
活
動
に
勤
め
さ

せ
て
戴
こ
う
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
の
３
月
１
日
に
保
護
司
を
拝
命

し
、
第
一
分
会
に
配
属
に
な
り
ま
し
た
齋

藤
史
彦
と
申
し
ま
す
。
先
日
、
主
任
官
や

第
一
分
会
の
先
輩
方
と
お
話
し
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
お
か
げ
さ
ま
で
保
護
司
と
し
て

の
職
務
に
対
す
る
不
安
が
少
し
和
ら
い
だ

と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
だ
右
も
左
も
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
更

生
保
護
へ
の
　
国
民
の
期
待
が
高
ま
る

中
、「
も
う
一
度
や
り
直
し
た
い
。」
と
考

え
て
い
る
保
護
観
察
対
象
者
の
方
を
き
ち

ん
と
支
え
る
と
と
も
に
、
そ
の
た
め
に
必

要
な
地
域
の
方
々
の
活
動
へ
の
理
解
を
、

よ
り
深
め
て
も
ら
え
る
よ
う
な
活
動
が
で

き
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。
微
力
で
は
あ

り
ま
す
が
、
主
任
官
や
諸
先
輩
方
の
ご
指

導
を
頂
戴
し
な
が
ら
頑
張
り
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

今
　
勝
一
志

第
３
分
会

第
１
分
会

青
森
市
蛍
沢

齋
藤
　
史
彦

さ
い
と
う
　
　
た
だ
ひ
こ

青
森
市
大
別
内

こ
ん
　
　
　
か
つ
い
し

青
森
市
矢
作

す
や
　
　
　
な
お
こ

平
成
28
年

　
３
月
１
日
付

平
成
28
年

　
３
月
１
日
付

「
保
護
司
の
委
嘱
を
う
け
て
」

新
任
保
護
司
紹
介

新
任
保
護
司
紹
介

第 59号　(6)

法務大臣表彰

むつ下北地区大会
第37回青森県更生保護大会

開催日/平成27年11月13日（金）
会　場/むつ市　下北文化会館

　青森県内から保護司，更生保護法人役職員，更生保
護女性会員，BBS会員，協力雇用主，就労支援事業者
機構会員，関係機関，団体の代表者など約650人が参
加，はじめに恐山菩提寺院代　南直哉氏が「魂のゆく
え」と題して講演，式典では，むつ下北地区保護司会
会長が歓迎の言葉を披露，その後の顕彰で法務大臣表
彰〈青森地区から石田道夫氏（2分会）、鳴海峰泰氏
（4分会）〉などが行われ，最後に大会宣言文が発表・
採択され万歳三唱で終了しました。



(7)　第 59号 青森地区保護司会だより

第
３
分
会

田
川
　
伊
吹

　
こ
の
度
、
平
成
28
年
３
月
に
保
護
司
と

し
て
委
嘱
を
受
け
、
重
く
深
く
そ
の
責
務

を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
自
ら
の
人
生
も
ま
だ
ま
だ
道
半
ば
、
辛

い
こ
と
も
苦
し
い
こ
と
も
越
え
ね
ば
な
ら

な
い
試
練
ば
か
り
が
目
前
に
迫
る
毎
日

に
、
罪
を
犯
し
た
り
非
行
に
走
っ
た
り
す

る
人
々
の
社
会
復
帰
を
手
助
け
す
る
と

は
、
青
い
未
熟
な
私
が
奉
仕
す
る
に
は
恐

縮
す
る
ば
か
り
で
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
声
を
掛
け
て
頂
い
た

こ
と
は
一
つ
の
御
縁
で
あ
り
、
私
の
勤
め

で
あ
る
神
職
と
し
て
の
綱
領
を
掲
げ
る

「
世
の
た
め
人
の
た
め
に
奉
仕
し
」
の
精

神
を
以
て
す
れ
ば
、
こ
れ
も
ま
た
果
た
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大
切
な
使
命
で
あ
り

役
目
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
浅
学
非
才
な
若
輩
者
で
す
が
、
先
輩
保

護
司
の
皆
様
に
ご
指
導
ご
鞭
撻
頂
き
な
が

ら
、
少
し
で
も
明
る
い
街
づ
く
り
、
人
づ

く
り
に
寄
与
出
来
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
肩
ひ
じ
張
ら
ず
、
そ
れ
で
い
な
が
ら
し

っ
か
り
と
学
ぶ
姿
勢
を
怠
ら
ず
に
頑
張
り

ま
す
の
で
、
何
卒
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

　
更
生
保
護
と
い
う
言
葉
は
、
一
般
的
社

会
生
活
の
中
で
は
馴
染
み
の
無
い
言
葉
だ

と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
我
家
で
は
幼
少
の
頃

か
ら
当
た
り
前
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
お
り

ま
し
た
。
と
い
う
の
も
、
祖
母
が
更
生
保

護
女
性
会
の
設
立
当
初
か
ら
会
員
で
あ

り
、
祖
父
も
保
護
司
を
し
て
お
り
、
子
供

で
ま
だ
よ
く
理
解
で
き
な
い
な
が
ら
も
更

生
保
護
に
関
す
る
話
を
聞
い
て
お
り
ま
し

た
。

　
こ
の
度
、
委
嘱
を
受
け
ま
し
て
、
更
生

保
護
施
設
建
て
替
え
の
時
の
住
民
の
反
対

運
動
な
ど
歴
史
を
見
ま
し
て
も
、
更
生
保

護
に
対
す
る
一
般
市
民
の
理
解
ま
た
は
受

け
入
れ
に
関
し
て
は
、
ま
だ
ま
だ
難
し
い

問
題
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
だ
か
ら
こ
そ
、
我
々
保
護
司
や
関
わ
り

の
あ
る
人
々
が
、
信
念
を
持
っ
て
、
社
会

復
帰
の
手
助
け
と
市
民
・
住
民
に
理
解
を

深
め
て
も
ら
う
活
動
を
し
て
行
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
新
人
保
護
司
と
し
て
皆
様
の
ご
指
導
を

受
け
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
頑
張
っ
て
参
り

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

山
本
　
治
男

第
４
分
会

青
森
市
篠
田

や
ま
も
と
　
　
　は
る
お

　
今
年
３
月
に
、
保
護
司
の
委
嘱
を
受
け
ま

し
た
、
津
嶋
博
と
申
し
ま
す
。

昨
年
、
浪
岡
商
工
会
に
勤
務
し
て
い
る
阿
部

智
さ
ん
か
ら
お
誘
い
を
う
け
、
何
度
か
そ
の

任
に
あ
ら
ず
と
固
辞
し
ま
し
た
が
、
彼
か
ら

「
保
護
司
活
動
が
社
会
的
貢
献
に
繋
が
っ
て

い
る
」
と
熱
っ
ぽ
く
語
り
か
け
ら
れ
、
お
仲

間
に
入
れ
て
い
た
だ
く
決
意
し
ま
し
た
。

　
3
月
の
研
修
会
及
び
地
域
の
総
会
と
参
加

し
ま
し
て
、
自
分
な
り
に
保
護
司
活
動
の
難

し
さ
に
つ
い
て
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。
知
識

は
貧
弱
で
す
が
こ
れ
か
ら
先
輩
保
護
司
方
々

か
ら
指
導
を
得
な
が
ら
活
動
し
て
行
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
私
の
略
歴
を
簡
単
に
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す

昭
和
27
年
8
月
27
日
旧
浪
岡
町
生
ま
　
　
　

れ
同
町
小
、
中
卒
業

昭
和
46
年
3
月
弘
前
南
高
校
卒
業

昭
和
50
年
3
月
帝
京
大
学
法
学
部
卒
業

昭
和
50
年
4
か
ら
1
年
間
県
庁
臨
時
職
員

昭
和
51
年
4
月
学
校
図
書
株
式
会
社
入
社

（
小
・
中
学
校
で
使
用
の
教
科
書
出
版
社
）

現
在
に
至
る

愛
読
書
は
会
津
藩
関
係
の
書
籍
を
読
む
こ
と

　
新
参
者
で
す
の
で
、
何
卒
ご
指
導
ご
鞭
撻

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

津
嶋
　
　
博

第
５
分
会

青
森
市
浪
岡

つ
し
ま
　
　
　
　
ひ
ろ
し

青
森
市
長
島

た
が
わ
　
　
　
い
ぶ
き

　
木
々
の
葉
の
色
も
濃
く
な
り
紫

陽
花
の
花
も
咲
き
始
め
る
頃
と
な

り
ま
し
た
が
皆
様
い
か
が
お
過
ご

し
で
し
ょ
う
か
。

　
私
は
野
菜
作
り
と
山
菜
採
り
が

趣
味
で
畑
で
は
イ
モ
類
・
マ
メ
類

を
植
え
て
そ
れ
を
終
え
る
と
す
ぐ

に
山
に
入
る
の
で
す
。
山
で
は
タ

ケ
ノ
コ
・
わ
ら
び
・
う
ど
な
ど
主

な
も
の
は
採
る
の
で
す
が
中
で
も

一
番
き
つ
い
の
が
ぜ
ん
ま
い
で
す
。

ぜ
ん
ま
い
は
急
斜
面
に
は
え
て
い

る
事
が
多
い
の
で
た
く
さ
ん
の
収

穫
が
あ
っ
た
時
に
は
、
そ
の
山
を

制
覇
し
た
気
持
ち
に
さ
え
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
で
す
か
ら
毎
年
、

春
は
忙
し
く
も
あ
り
喜
び
で
も
あ

り
ま
す
。

　
ま
た
、
広
報
部
で
は
皆
様
か
ら

伝
宣
し
て
も
ら
い
た
い
身
近
な
地

域
の
情
報
な
ど
募
集
し
て
い
ま
す
。

お
話
し
だ
け
で
も
聞
か
せ
て
い
た

だ
け
れ
ば
今
後
に
い
か
せ
る
と
思

い
ま
す
の
で
、
ご
連
絡
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

木
村
　
眞
次

第
２
分
会

「
そ
の
山
を
制
覇
し
た
気
持
ち
」

広
報
部
員
か
ら
の
一
言

～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～
・
～
・
～
・
～
・
～
・
～
・
～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～

・
～
・
～
～
・
～
・
～
・
～

・

平
成
28
年

　
３
月
１
日
付

平
成
28
年

　
３
月
１
日
付

「
保
護
司
の
委
嘱
を
う
け
て
」

新
任
保
護
司
紹
介

新
任
保
護
司
紹
介

平成 28年 5月 31日



第4期地域別定例研修（各分会で開催）※

平成 28年 5月 31日 第 59号　(8)青森地区保護司会だより
平成28年度青森地区保護司会月別主要行事予定

自　平成28年4月1日　至　平成29年3月31日

主　　要　　行　　事
保 護 司 会 及 び 観 察 所 更女会・ B B S 会 他 関 係 団 体

月 日 主　　要　　行　　事

県保連理事会（23日）
第 1回地区保護司会会長会議（23日）
社明県推進委員会（31日）

県保連理事会
第 2回地区保護司会会長会議

県保連理事会
第３回地区保護司会会長会議

県保連自主研修
社会貢献活動協力者研修 

事務局ニュース

は全保護司対象の行事
※印は観察所及び各団体事業

青森少年鑑別所意見交換会①　「第 1分会」

地区監査会

20

青森少年鑑別所意見交換会②　「第２分会」17

青森少年鑑別所意見交換会③　「第３分会」

青森県更生保護大会準備組織委員会① 

青森県更生保護大会準備組織委員会②

青森少年鑑別所意見交換会④　「第４分会」

15
16

19

青森少年鑑別所意見交換会⑤　「第１分会」

青森少年鑑別所意見交換会⑥　「第２分会」

16

14
12・13

青森少年鑑別所意見交換会⑦　「第 3分会」18

青森少年鑑別所意見交換会⑧　「第 4分会」 

青森少年鑑別所意見交換会⑨　「第 1分会」 20

16

青森少年鑑別所意見交換会⑩　「第 2分会」 17

青森少年鑑別所意見交換会⑪　「第 3分会」 17

27

新任保護司辞令伝達式・研修※１・８

31

15

８

第１回正副会長会および役員会25

第 2回地区正副会長会

地区保護司会慰労会

第 1回地区保護司会保護司候補者内申委員会

第 1回青森保護区保護司候補者検討協議会（第５分会）※

第 3回地区正副会長会

第4回地区保護司会正副会長会

第 2回地区保護司会保護司候補者内申委員会

第 2回地区保護司会「役員会」

第 3回地区保護司会「役員会」

新任保護司意見交流会

近隣保護司会意見交流会（南黒地区保護司会） 

各分会事務担当者連絡協議会

第2期地域別定例研修（各分会で開催）※
新任保護司辞令伝達式・研修※

第 66回「社明運動」青森県推進委員会（アスパム）※
保護司候補者検討協議会設置説明会（第５分会）
保護司会事務担当者研修※

第 2回保護司候補者検討協議会（第５分会）※

県央ブロック保護司研修会（野辺地地区保護司会）

社会貢献活動協力者研修※

処遇基礎力強化研修（第 1次研修）※
指導力強化研修（第 2次研修）※
薬物問題講習会※

1

1・８

更生保護の日（1日～31日社明運動強調月間、各分会ミニ集会等開催）
13

社明運動街頭広報活動「アウガ前・中三前」

第１期地域別定例研修※地区保護司会定時総会・懇親会13

16 第66回“社会を明るくする運動”地区推進委員会

第66回“社会を明るくする運動”地区実施（甲田中学校）

20周年記念青函ツインシティ保護司会合同 研修会 

８ 第38回青森県更生保護大会（青森市会場）

第3期地域別定例研修※

函館地区保護司会定期総会（26日）
地区更生保護女性会定時総会（26日）
地区協力雇用主会定時総会　地区 BBS 会総会

4

5

6

7

8

2

9

10

11

12

1

3

函館地区第 24回『市民のつどい』（９日）
更女会第 35回『みんなのつどい』（24日）
県保連理事会
地区保護司会会長会議

県保連理事会
地区保護司会会長会議

青森県更生保護関係団体交流会
平成29年「愛の泉」贈呈式・新年会

第 65回青森市社会福祉大会

（1・4分会 4/7，3分会 4/8，2分会 4/12，5分会 4/15）7～15 分会定時総会

更生保護関係団体連絡協議会※14・15

保存版
※空白の日付けは、現在は未定となっています。
　決定しましたら各自ご記入をお願い致します。


